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花 を訪ね て林 道 に入 る。近 くにあって例 年行 く

場所 だ。「今の季節な らば 黙あの場所"で"あ の娘

(花)"に 会 える」 と思 う。 そろそろ根株 も少 しは

増 えた頃だろう。花の付 きは増 えただ ろうか。や っ

て くる今年 の虫の タイ ミングは どうだろ う… など

と楽 しい期待で胸 をはず ませて足 を運ぶ。途中 に

見 られ る様々 な花 もおな じみ さんで可愛 い。チ ラ

リと見 た り、思わず じっ くりと見 た りして、幸福

度100%と いった ところ。

ところが 「あの娘(花)」 が居ない。 いる筈の場

所 に居 ない。草刈 りチ ェンソーで薙 ぎ払われた跡

だ けが残 っている…。

草刈 りをしたのは、 その場所 を管理 している行

政 に委託 された業者か、 ボランテ ィアの方 だ。

その方たちに、 この道沿い に咲 く花 を知 ってい

て欲 しい と注文 するのは、無茶な話 であ る。草刈

りは年 に1～2回 の ことだ し、花の方はそれぞれ

の季節 に合 わせて次々 と咲 く。空隙地 を狙 う植物

のエネルギーの凄 さはご存知の通 りで、林道 を き

れ いに保 っていて もらえる ことを、有難 い と思わ

なけれ ばな らない。

けれ どもと思 うのである。

公園のかたすみ に、棒 きれ数本の小 さな柵 を見

る事が ある。そ こには大抵 きれ いな花があ る。踏

みつけ られた り刈 られた りする花 を惜 しんで囲っ

ているのだ ろう。花嫁 の親 に似 た恨 めしさ と誇 ら

しい気持 ちが伝わ って くる。特別 に珍 しい植物 で

はないか も知れ ない。だが この辺 りには少 ない し、

美 しい花 を咲かせ るので大事 に した いのだ。 しか

し、囲む ことで人 に知 られて盗 られた らどうしよ

う。だが、知 られ ない故 に雑草 として刈 りとられ、

だんだん とその数 を減 らしてい る。 ウーム と悩み

なが ら枝 を拾 う 黙棒立て氏"の 姿が見 えるで はな

いか。地方 に住 む自然愛好 家 は大 な り小 な り同 じ

ような経験 を持 ってい ることだろう。

そ こで提案 したいのだが木 の枝や棒 の先 に取 り

付 けるエ ンブレム を協会 で作れ ないだ ろうか。

「草刈 り注意マーク」「踏み こみ禁止 マーク」、さ

らに 「野鳥営巣中マーク」 や 「スズメバチ注意 」

な ど、解 りやすい図柄 の 自然 との交通注意標識 が

公 園の管理事務所な どにある と、地域 に住む 自然

愛好家が木 の枝 などに結 んで簡単 に使 うこ とが出

来 る。

また これ らの ロゴマー クを用 いる ことは自然 を

残 す役割だ けで はな く、人 々に自然 の大切 さや未

知 の自然 を知 るよろこび を広めて くれ る役 に も立

つ と思 う。

実 際に作 る となる と経費 や管理 な どと簡単 には

行 かないだろ うが、しか し、この問題 は現実 に在 っ

て個人 では解決が出来ないので、 ひ とつの方法 と

して提起 を しました。
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